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さらに地元 JA と首都圏生協を

結んだ地域ブランドの開発と交流

事業の継続、行政による環境共生

型栽培に対する農家への交付金や

ガンカモ類による食害補償条例制

度の実施、当地米を使った地酒の

共同開発などの多様な仕組みづく

りにより、地域産業・経済や地域

の人々の生活とバランスのとれた

保全が行われています【賢明な利

用】。 

当事務所も、蕪栗沼環境管理会

を始め、各種協議会等に参加し、

共に保全・活用に取り組んでいま

す。 

このような取組によって、全国

的に見てもラムサール条約の賢明

な利用（湿地の生態系を維持しつ

つ、そこから得られる恵みを持続

的に活用すること。）の最も成功

している数少ない好例だと思いま

す。 

 現在、韓国チャナム貯水池のあ

る昌原市との姉妹湿地協定締結に

先立ち民間団体による交流が始

り、大崎市・昌原市の両市は、来

年名古屋市で開催される COP10 の

公式サイドイベントの中で調印式

を行うことを目指しています。 

 

※三陸復興国立公園の詳細な情報については、以下のアドレスよりご覧になれます。 

http://www.env.go.jp/park/sanriku/index.html 

 

 

が
記
さ
れ
た
標
識
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
が
美

し
く
咲
き
誇
る
こ
と
で
有
名
な
階

上
岳
会
場
で
は
、
15
本
の
ヤ
マ
ツ

ツ
ジ
の
植
樹
も
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

（
次
項
へ
つ
づ
く
） 

環境省 

東北地方環境事務所 

 http://tohoku.env.go.jp/ 

平成 25年 8月 30日 

三
陸
沿
岸
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
２

年
２
ヶ
月
が
経
過
し
た
今
年
５
月

24
日
、
三
陸
地
方
に
新
た
な
国
立

公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
国

立
公
園
は
、
岩
手
県
久
慈
市
か
ら

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
渡
っ
て
指
定

さ
れ
て
い
た
陸
中
海
岸
国
立
公
園

に
、
青
森
県
八
戸
市
か
ら
階
上
町

に
至
る
海
岸
と
階
上
岳
を
編
入
し

た
も
の
で
す
。
震
災
か
ら
の
復
興

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
「
三

陸
復
興
国
立
公
園
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。 

こ
の
三
陸
復
興
国
立
公
園
の
指

定
を
記
念
し
、
環
境
省
、
青
森

県
、
八
戸
市
、
階
上
町
の
共
催
に

よ
り
、
記
念
式
典
等
の
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◆ 德丸事務所長 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
７
月
２
日

付
で
林
野
庁
研
究
指
導
課
か
ら
東

北
地
方
環
境
事
務
所
に
参
り
ま
し

た
德
丸
と
申
し
ま
す
。
東
北
で
の

勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
青
森
に

旧
友
が
お
り
ま
す
関
係
で
学
生
時

代
か
ら
年
に
一
度
は
み
ち
の
く
観

光
に
来
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ
ち

ら
の
風
土
に
は
と
て
も
親
近
感
が

あ
り
ま
す
。
仕
事
上
も
十
和
田
、

八
幡
平
、
白
神
山
地
、
蔵
王
、
平

泉
、
宮
古
、
仙
台
市
の
荒
浜
な
ど

随
所
に
、
諸
々
の
案
件
で
何
度
も

来
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

と
り
わ
け
一
昨
年
、
震
災
が
れ

き
の
広
域
処
理
に
携
わ
っ
た
関
係

で
、
石
巻
か
ら
八
戸
に
至
る
三
陸

沿
岸
を
３
日
か
け
て
北
上
し
、
被

災
状
況
を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
折
の
記
憶
は
未
だ
鮮
烈
で
す
。 

東
北
地
方
環
境
事
務
所
は
、
多

難
な
環
境
行
政
の
最
前
線
で
、
こ

の
地
に
暮
ら
す
方
々
、
こ
の
地
を

訪
れ
る
方
々
、
そ
し
て
地
方
自
治

体
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関

係
団
体
の
皆
様
と
共
に
、
よ
く

考
え
、
た
と
え
小
さ
な
歩
み
で

あ
っ
て
も
一
歩
一
歩
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
東
北
の
復
興
に
、
そ
し
て

こ
の
地
の
自
然
の
恵
み
を
基
盤

と
す
る
懸
命
な
発
展
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

指
定
の
翌
日
（
25
日
）
は
、
国

立
公
園
区
域
に
編
入
さ
れ
た
青
森

県
階
上
町
の
階
上
岳
と
八
戸
市
の

種
差
天
然
芝
生
地
に
お
い
て
、
公

園
名
称
標
識
の
除
幕
式
を
執
り
行

い
ま
し
た
。 

両
会
場
で
は
、
地
域
住
民
や
報

道
機
関
な
ど
多
く
の
方
々
が
見
守

る
中
、
新
し
い
国
立
公
園
の
名
称

◆ 関係者による除幕式(種差海岸) 

 

み
ち
の
く
環
境
だ
よ
り 

東
北
地
方
環
境
事
務
所
に
よ
る
環
境
問
題
へ
の
取
組
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北 

第 32 号 

http://www.env.go.jp/park/sanriku/index.html
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午
後
か
ら
は
、
八
戸
市
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
て
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。
主
催
者
と
し
て
環
境
省
か
ら

は
、
石
原
環
境
大
臣
が
出
席
し
ま
し

た
。 

         

主
催
者
か
ら
の
挨
拶
の
の
ち
、
来

賓
祝
辞
、
功
労
者
の
紹
介
、
三
陸
復

興
国
立
公
園
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
八
戸
市
及
び
階
上
町
の

小
学
生
約
140
名
に
よ
り
、
復
興
支
援

ソ
ン
グ
「
花
は
咲
く
」
の
合
唱
も
行

わ
れ
、
晴
れ
や
か
で
感
動
的
な
式
典

と
な
り
ま
し
た
。 

◆ 挨拶をする石原環境大臣 

５
月
25
日
か
ら
６
月
９
日
ま
で
、

「
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
っ
ち
」
に
て
、
三
陸
復
興
国
立
公

園
の
魅
力
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。 

25
、
26
日
の
２
日
間
は
、
記
念

式
典
の
様
子
が
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、

三
陸
各
地
の
特
産
品
の
販
売
や
三
陸

の
魅
力
を
発
信
す
る
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
が

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。 

◆ 「花は咲く」の大合唱 

こ
れ
ら
の
行
事
の
ほ
か
、

26

日

（
日
）
に
は
、
八
戸
う
み
ね
こ
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
「
三
陸

復
興
国
立
公
園
指
定
記
念 

第
８
回 

う
み
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
主
体
で
の
イ
ベ
ン
ト

も
数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
三
陸
復
興
国
立
公
園
に

関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
予
定
は
、
三

陸
復
興
国
立
公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
み

な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。 

白神山地世界遺産登録２０周年 

◆ 賑わった即売会 

◆ 親子で工作 

会
場
で
は
三
陸
各
地
の
特
産
物
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
お

出
迎
え
し
、
三
陸
の
自
然
が
育
ん
だ

サ
バ
、
サ
ケ
、
イ
カ
、
コ
ン
ブ
、
フ

カ
ヒ
レ
等
を
使
っ
た
食
品
が
楽
し

め
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ま
た
、
開
催
期
間
中
は
、
三
陸
復

興
国
立
公
園
の
魅
力
を
紹
介
す
る
パ

ネ
ル
や
写
真
等
の
展
示
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
工
作
体
験
で
は
子
ど
も
達
が

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
の
作
成

を
楽
し
み
ま
し
た
。 ◆ ゆるキャラ 開催日 場所 イベント名 内容

5月1日（水）
～

11月15日（金）
白神山地

白神山地フォトコ
ンテスト

青森県、秋田県の誘客促進のため、
両県で撮影された写真を募集しコンテ
ストを実施します。

７月～10月

弘前市
鰺ヶ沢町
深浦町

西目屋村

白神関連施設ス
タンプラリー

青森県内の白神山地関連施設で連携
してスタンプラリーを開催します。

10月19日(土) 能代市
白神世界遺産登
録20周年記念シ

ンポジウム

白神山地の価値を再発見するととも
に、保全を前提とした観光資源として
の利用のあり方や今後の地域経済と
の関わりについて考えます。

10月中旬
～

10月下旬
深浦町

秋の白神学校
(仮称)

白神山地の恵みやその魅力を体験し
てもらうため、各種体験イベントを行い
ます。

12月20日(金) 弘前市
白神世界遺産登
録20周年記念式

典・フォーラム

世界遺産登録20周年を機に、白神山
地の価値や保全の意義を再確認する
とともに、白神山地豊かな自然の魅力
を再発信します。

　青森県と秋田県にまたがる白神山地は、日本で初めてユネスコの世界遺産に登録され、
平成25年12月に20年を迎えます。このことを記念して各種イベントを開催し、みなさまのご来
場をお待ちしております。

　
このほかにも数多くのイベントを予定しております。詳しくは、東北地方環境事務所のホーム
ページをご覧ください↓
　http://tohoku.env.go.jp/to_2013/0430a.html
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
、
大
量
に
発
生
し
た
が
れ
き
の
処

理
も
徐
々
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
が
れ
き
処
理
を
め
ぐ
る
近

況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

環
境
省
は
８
月
30
日
、
７
月
末
時

点
の
災
害
廃
棄
物
等
処
理
状
況
を
公

表
い
た
し
ま
し
た
。
３
県
沿
岸
市
町

村
の
災
害
廃
棄
物
処
理
量
は
、
全
体

の
８
割
近
く
に
到
達
し
、
津
波
堆
積

物
処
理
量
は
５
割
を
超
え
ま
し
た
。 

３
県
の
仮
置
場
設
置
数
は
、
処
理

の
進
捗
に
伴
い
解
消
し
つ
つ
あ
り
、

128
か
所
（
最
大
時
の
約
40

%
）
に

減
少
し
て
い
ま
す
。 

今
後
、
岩
手
・
宮
城
両
県
に
つ
い

 

※広域処理情報サイトについては、以下のアドレスよりご覧になれます。 

http://kouikishori.env.go.jp/news/index.html#anch201308 

 

ご
み
の
不
法
投
棄
等
の
対
策

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
廃
棄

物
処
理
法
の
累
次
の
改
正
を
行

い
、
対
策
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。 

ま
た
、
不
法
投
棄
等
を
発
生

さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
を
さ
ら

に
強
化
し
て
い
く
た
め
の
取
組

み
と
し
て
、
５
月
30
日
（
ご
み

ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
６
月
５
日

（
環
境
の
日
）
ま
で
を
「
全
国

ご
み
不
法
投
棄
監
視
ウ
ィ
ー

ク
」
と
設
定
し
、
岩
手
県
、
宮

城
県
、
山
形
県
、
福
島
県
の
４

て
は
、
新
た
に
設
定
し
た
平
成
25

年
度
の
中
間
時
点
（
平
成
25
年
９

月
末
）
の
処
理
量
の
見
込
み
を
踏

ま
え
、
き
め
細
か
な
進
捗
管
理
を

実
施
し
て
着
実
に
処
理
を
推
進
す

る
方
針
で
す
。
福
島
県
に
つ
い
て

は
、
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
・
仮
置

場
へ
の
搬
入
は
、
平
成
25
年
度
内

の
完
了
、
搬
入
後
の
処
理
に
つ
い

て
も
、
平
成
25
年
度
末
ま
で
の
処

理
を
可
能
な
限
り
進
め
る
方
針
で

す
。
ま
た
、
災
害
廃
棄
物
発
生
量

の
多
い
一
部
地
域
等
に
つ
い
て

は
、
平
成
26
年
度
の
で
き
る
だ
け

早
期
の
処
理
完
了
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。 

県
に
お
い
て
国
の
関
係
機
関
、
自
治

体
、
地
域
が
連
携
し
た
陸
・
空
か
ら

の
パ
ト
ロ
ー
ル
、
海
岸
ご
み
調
査
等

の
取
組
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

不
法
投
棄
等
撲
滅
に
向
け
た
活
動
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。 

国
の
代
行
処
理
は
、
仮
設
処
理
施

設
の
立
地
場
所
の
状
況
や
同
意
取
得

の
状
況
に
応
じ
て
、
で
き
る
だ
け
早

期
の
処
理
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

（
新
地
町
、
相
馬
市
に
つ
い
て
は
平

成
25
年
度
内
完
了
予
定
で
す
）。 

再
生
利
用
等
の
加
速
化
が
必
要
な

津
波
堆
積
物
は
、
引
き
続
き
、
資
材

の
保
管
場
所
の
確
保
や
再
生
利
用
先

と
の
具
体
的
な
調
整
を
図
り
ま
す
。 

７
月
11
日
に
井
上
信
治
環
境
副

大
臣
が
岩
手
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。
岩
手
県
庁
で
は
達
増
知
事
と

面
会
し
、
今
後
の
災
害
廃
棄
物
処

理
の
支
援
や
対
策
に
つ
い
て
会
談

し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
釜
石
市
の
片
岸
二
次

仮
置
場
、
釜
石
市
仮
設
焼
却
炉
、

大
船
渡
市
の
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

(

株)

大
船
渡
工
場
、
陸
前
高
田
市

の
津
波
堆
積
物
・
農
地
堆
積
物
分

級
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。 

不法投棄の撲滅に向けて 

◆ パトロール出発式 

◆ 現場で説明を受ける 

井上環境副大臣 

岩手県 527 377 261(237) 69(63) 78 150 66(52) 44(35) 56 41

宮城県 1,765 1,060 910(857) 86(82) 87 705 450(408) 64(59) 76 58

福島県 337 171 93(86) 54(50) － 166 50(43) 30(23) － 29

合計 2,629 1,608 1,263(1,181) 79(74) － 1,021 566(503) 55(49) － 128

※（ ）内は平成25年6月末の数値。

量
（万ｔ）

割合
(%)

9月末
目標
(%)

量
（万ｔ）

割合
(%)

9月末
目標
(%)

○3県沿岸市町村（岩手県、宮城県、福島県（避難区域を除く）の処理状況（平成25年7月末現在）

災害廃棄
物等推計
（万ｔ）

災害廃棄物 津波堆積物

仮置場
設置数推計量

（万ｔ）

処理

推計量
（万ｔ）

処理

http://kouikishori.env.go.jp/news/index.html#anch201308
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６
月
21
日
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
宮
城
県
南
三
陸
町
の
あ
さ
ひ

幼
稚
園
に
お
い
て
、
園
児
、
保
護
者

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
復
興

支
援
と
希
少
野
生
生
物
の
広
報
普
及

を
目
的
に
、
仙
台
市
八
木
山
動
物
公

園
と
共
催
し
た
も
の
で
す
。
特
別
講

師
に
動
物
の
も
の
ま
ね
で
有
名
な
江

戸
家
猫
八
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
「
イ

ヌ
ワ
シ
を
学
ぶ
教
室
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

江
戸
家
猫
八
さ
ん
に
は
、
鳥
や
虫

な
ど
の
鳴
き
声
の
も
の
ま
ね
を
披
露

し
て
戴
き
、
園
児
た
ち
も
も
の
ま
ね

に
挑
戦
し
て
く
れ
て
、
と
て
も
か
わ

い
い
ウ
グ
イ
ス
や
カ
エ
ル
の
鳴
き
声

が
幼
稚
園
内
に
溢
れ
ま
し
た
。 

八
木
山
動
物
公
園
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
モ
ル
モ
ッ
ト
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

で
は
、
お
行
儀
よ
く
モ
ル
モ
ッ
ト
を

膝
に
抱
い
て
や
さ
し
く
撫
で
て
く
れ

て
、
モ
ル
モ
ッ
ト
の
温
も
り
を
感
じ

て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。
鳥
海
イ

ヌ
ワ
シ
み
ら
い
館
の
レ
ン
ジ
ャ
ー
と

マ
ス
コ
ッ
ト
の
ワ
ッ
シ
ー
く
ん
か
ら

は
、
南
三
陸
町
の
町
鳥
に
指
定
さ
れ

て
い
る
「
イ
ヌ
ワ
シ
」
の
生
態
に
つ

い
て
、
カ
ラ
ス
や
ス
ズ
メ
と
の
大
き
さ

の
違
い
、
好
き
な
食
べ
物
は
何

?
、

 

 

◆ 江戸屋猫八さんのものまねにおおはしゃぎ 

◆ ワッシーくん登場 

園
児
と
生
息
数
比
べ
な
ど
を
実
物
大

の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
写
真
な
ど
も
使
っ

た
ク
イ
ズ
に
楽
し
く
答
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。 

今
回
の
学
ぶ
教
室
で
は
、
南
三
陸

町
を
代
表
す
る
鳥
が
イ
ヌ
ワ
シ
で
あ

る
こ
と
や
生
態
系
の
頂
点
に
立
つ
イ

ヌ
ワ
シ
が
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
必
要

と
な
る
身
近
な
郷
土
の
自
然
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

◆ 水落自然保護官によるイヌワシの説明 

◆ イヌワシのぬいぐるみを触って！ 

◆ ふれあい体験 

◆ みんな笑顔で記念撮影 
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所
（
全
国
７
カ
所
）
で
は
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
づ
く
り
の

先
進
地
域
を
速
や
か
に
形
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
小
中
学
生
向
け
の
Ｅ

Ｓ
Ｄ
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
校
な
ど
の

教
育
現
場
等
で
実
証
す
る
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

環
境
省
が
取
り
ま
と
め
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
モ
デ
ル

的
な
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
20
（
左

図
）
を
基
に
、
各
都
道
府
県
の
地
域
性

を
踏
ま
え
る
も
の
と
し
ま
す
。 

今
般
、
東
北
地
方
環
境
事
務
所
で

も
、
事
業
を
実
施
す
る
請
負
事
業
者
が

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

暑
さ
指
数
や
熱
中
症
へ
の
対
処
方
法
に

関
す
る
知
見
な
ど
の
熱
中
症
関
連
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。 

暑
さ
指
数
と
は
、
「
湿
度
、
輻
射

熱
、
気
温
」
の
３
つ
を
取
り
入
れ
た
指

標
で
す
。 

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
見
込
み
で

す
の
で
、
本
情
報
等
を
活
用
し
、
広
く

熱
中
症
の
予
防
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

環
境
と
経
済
と
社
会
が
統
合
的
に
向

上
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に

は
、
優
良
な
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
じ
た
人
材
育
成
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
こ
の
「
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
担
い
手
（
人
材
）
」
を
育
成
す

る
た
め
の
教
育
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能

な
開
発
の
た
め
の
教
育
）
で
す
。 

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
等
に
つ
い
て
は
、
昨

年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
「
リ
オ
＋
20
」

に
お
い
て
更
な
る
促
進
に
つ
い
て
合
意

さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
政
府
が
公
表

し
た
「
「
緑
の
未
来
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
の
中
で
も
、
持
続
可
能
な
社
会
を

担
う
人
材
づ
く
り
等
の
一
層
の
推
進
を

掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
各
地
方
環
境
事
務

 
今
年
の
夏
は
大
変
暑
く
、
全
国
各

地
に
お
い
て
35
度
Ｃ
以
上
の
猛
暑
日

が
続
い
て
お
り
、
全
国
の
熱
中
症
に

よ
る
患
者
数
（
平
成
25
年
７
月
１
日

～
８
月
末
ま
で
）
は
千
人
を
超
え
る

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

環
境
省
で
は
、
熱
中
症
な
ど
に
対

す
る
注
意
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、

※熱中症予防情報サイトについては、以下のアドレスよりご覧になれます。 

http://www.wbgt.env.go.jp/ 

 

 

７
月
19
日
、
山
形
県
山
形
市
で
県
内

外
か
ら
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
「
平
成

25
年
版 

環
境
・
循
環
型
社
会
・
生
物

多
様
性
白
書
を
読
む
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。 

今
年
の
環
境
白
書
・
循
環
型
社
会
白

書
・
生
物
多
様
性
白
書
は
、「
真
に
豊
か

な
社
会
を
子
供
達
へ
～
震
災
復
興
の

中
で
と
も
に
考
え
る
持
続
可
能
な
未

来
～
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
「
真
に
豊

か
な
社
会
」
の
構
築
へ
と
つ
な
が
る

取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
除
染

や
災
害
廃
棄
物
の
処
理
、
環
境
保
全

を
織
り
込
ん
だ
グ
リ
ー
ン
復
興
の
取

組
に
加
え
、
低
炭
素
社
会
・
自
然
共

生
社
会
・
循
環
型
社
会
の
形
成
や
グ

リ
ー
ン
経
済
の
拡
大
な
ど
の
取
組
に

つ
い
て
詳
述
し
て
い
ま
す
。 

編
集
担
当
者
か
ら
白
書
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
後
に
、
参
加
者
を
交

え
て
編
集
に
当
た
っ
て
の
考
え
方

や
、
各
施
策
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
回
答
し
ま
し
た
。 

 

プログラム詳細は、こちらから 

http://www.geoc.jp/esd/program/ 

 

今
後
、
東
北
６
県
で
、
地
域
性
を
加

味
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
成
し
、
学
校
な
ど
の
教
育
現
場
等

で
作
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
証
等
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
環

境
対
策
課
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

http://www.wbgt.env.go.jp/
http://www.geoc.jp/esd/program/
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これから様々なイベントを開催します。 詳細は各問い合わせ先にご確認ください

9/1（日） 網張の森自然観察会
岩手県岩手郡滝
沢村
岩手山

初秋の網張の森を歩き動植物、
昆虫の観察を行う

一般
網張ビジター
センター

019-693-3777

http://www17.
ocn.ne.jp/~ami
hari/

9/8（日）
初秋の北岸ウォーク！
（青森県側）

青森県十和田市
十和田湖畔で最も原始的な青
ぶなから取水口付近を歩き、初
秋の花を観察します。

一般
自然公園財団
十和田支部
0176-75-2368

http://www.bes
.or.jp/towada/

9/22（日） 秋の渡りを見よう！ 鳥海山周辺
猛禽類の「秋の渡り」を観察しな
がら、鳥海山の自然にふれてみ
ませんか。

一般
鳥海イヌワシ
みらい館

0234-64-4681

http://www.rapto

r-c.com/

10/10（木）
紅葉の八幡平トレッキン
グ！

秋田県鹿角市
八幡平の大沼・後生掛の自然
研究路をトレッキングし、紅葉と
火山地形を観察します。

一般
自然公園財団
十和田支部
0176-75-2368

http://www.bes
.or.jp/towada/

10/19
（土）,
20（日）

秋田市大森山動物園と
鳥海山で見る２日間のイ
ヌワシ観察会

・秋田市大森山動
物園
・鳥海山周辺

普段間近で観察することが難し
いイヌワシを、担当飼育員からの
貴重なお話を交えて観察。翌日
は鳥海山に生息するイヌワシの
観察をします。

一般
鳥海イヌワシ
みらい館

0234-64-4681

http://www.rapto

r-c.com/

10/21（月）
紅葉の松見の滝ウォー
ク！

青森県十和田市

「日本の滝100選」の松見の滝
へウォーキングします。黄瀬川
沿いのかえでの紅葉も素晴らし
いです。

一般
自然公園財団
十和田支部
0176-75-2368

http://www.bes
.or.jp/towada/

11/4（月）
紅葉の十和田湖ぐるっ
と！船上観察会

青森県十和田市
秋田県小坂町

紅葉で彩られた湖を遊覧船で4
時間のクルージングです。大畳
石や御門石などの地形も楽しめ
ます。

一般
自然公園財団
十和田支部
0176-75-2368

http://www.bes
.or.jp/towada/

11/10（日）
十和田湖外輪山自然観
察会

青森県十和田市
秋田県小坂町

落葉し眺望が良くなった十和田
湖外輪山の甲岳台から赤岩山
を経由して休屋まで歩きます。

一般
自然公園財団
十和田支部
0176-75-2368

http://www.bes
.or.jp/towada/

ホームページ
アドレス

期日 行事名 開催場所 行事概要
参加
対象

問い合わせ先

 

    

 

 

 

 

 

 

   

   

 

環境省東北地方環境事務所 
〒980-0014 

仙台市青葉区本町３－２－２３ 

      仙台第２合同庁舎 

電話:022 (722) 2870 (代表)  

FAX :022 (722) 2872  

電子メール: REO-TOHOKU@env.go.jp 

（リサイクル、有害廃棄物輸出入関係、地球温暖化対策、石綿健康被害等に関すること） 

電子メール: TOHOKU@env.go.jp 

（国立公園、エコツーリズム、自然再生、野生生物、外来生物等に関すること） 
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三陸復興国立公園の風景 

蕪島とウミネコ 

ウミネコの繁殖地として知られる蕪島は、間

近で営巣を観察できる国内唯一の場所です。春

には３万～４万羽のウミネコが島を埋め尽くし

ます。 

天然芝生地 

八戸線種差海岸駅の前に、全国的にも珍しい

天然芝生が海の水際まで接している景観は異国

情緒がただよっています。 

サッパ船ツアー 

小型の磯舟で海岸の奇岩・洞窟などをめぐる

サッパ船ツアーでは、本物の漁師さんがガイド

になって、変化に富んだ三陸の海岸の魅力を紹

介してくれます。 

浄土ヶ浜 

「さながら極楽浄土のごとし」と言われた浄

土ヶ浜は松の緑、岩肌の白、海の青とコントラ

ストに富んだ景色を堪能できます。 

奇跡の一本松 

７万本とも言われた高田松原の中で唯一津波

に耐えた奇跡の一本松は、復興の象徴として保

存され、たくさんの人に親しまれています。 

三陸復興国立公園の諸元 

○ 指定年月日 平成 25年 5月 24日 

○ 指 定 面 積 14,635ha 

○ 関係市町村 

青森県  八戸市 

三戸郡 階上町 

岩手県  宮古市 

大船渡市 

久慈市 

陸前高田市 

釜石市 

上閉伊郡 大槌町 

下閉伊郡 山田町、岩泉町、田野畑村、普代村 

九戸郡  野田村 

宮城県  気仙沼市 

○ あらまし 

三陸復興国立公園は、東日本大震災により被災した三陸地域の

復興に貢献するために平成 25年５月に創設されました。南北の

延長は約 220km、北部は「海のアルプス」とも賞される豪壮な大

断崖、南部は入り組んだ地形が優美なリアス海岸が続きます。世

界的にも優れた漁港であり、多様な野生生物を見ることができま

す。 
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三陸復興国立公園のいきもの 

ニッコウキスゲ 

ユリ科の多年草で、40～70cm 程度の高さにな

ります。6 月～8 月にかけて、全域にわたり海岸

付近で群生しているところを見ることが出来ま

す。 

ハチノヘトウヒレン 

八戸市の海岸沿いの風衝草地に自生している

多年草で、アザミに似た小型の花を付けます。

2008 年に新種として認められました。 

コシジロウミツバメ 

全長 20cm 程度で全体が黒褐色で上尾筒と下

尾筒側部は白い。主に夏鳥として宮古市日出

島、釜石市三貫島などで繁殖しています。 

オオミズナギドリ 

全長 50cm 程度で頭部は白色と黒褐色のごま

塩模様。夏鳥として飛来し、宮古市日出島や釜

石市三貫島などで繁殖しています。 

スカシユリ 

ユリ科の多年草で、20～60cm 程度になりま

す。7 月～8 月にかけて海辺で見ることが出来ま

す。 


